
経
団
連
21
世
紀
政
策
研
究
所
事
務
局
長

太おおた
田 

誠まこと

経
済
界
と
ア
カ
デ
ミ
ア
の
叡
智
の
融
合

─
企
業
の
実
需
と
政
策
研
究
の
ア
リ
ー
ナ
構
築

　

経
団
連
21
世
紀
政
策
研
究
所（
21
研
）は
、１
９
９
７

年
に
経
団
連
が
設
立
し
た
シ
ン
ク
タ
ン
ク
で
あ
る
。

第
一
線
の
研
究
者
を
研
究
主
幹
に
迎
え
、１
６
０
０
に

及
ぶ
会
員
企
業
・
団
体
に
よ
り
運
営
さ
れ
て
い
る
と

い
う
強
み
を
活
か
し
、
企
業
の
実
需
に
基
づ
く
経
済

界
の
関
心
事
項
に
焦
点
を
当
て
た
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
推
進
し
て
い
る
。
研
究
に
当
た
っ
て
は
、
実
際

の
経
済
活
動
を
担
う
企
業
人
の
良
識
と
ア
カ
デ
ミ
ア

の
知
見
と
を
融
合
さ
せ
る
こ
と
で
、
日
本
が
進
む
べ

き
方
向
を
指
し
示
す
と
と
も
に
、
普
遍
的
価
値
を
前

面
に
押
し
出
し
て
く
る
欧
米
と
の
議
論
に
臨
む
際
の

一
助
と
な
る
よ
う
心
掛
け
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
具
体
的
な
研
究
活
動
に
お
い
て
は
、
ア

カ
デ
ミ
ア
の
中
長
期
的
か
つ
本
質
に
切
り
込
む
視
座

を
特
に
重
視
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
主
と
し
て
、

個
々
の
企
業
で
は
対
応
し
き
れ
な
い
が
、
と
に
か
く

す
ぐ
に
考
え
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
を
テ
ー

マ
と
し
て
設
定
し
て
き
た
。
最
新
情
勢
が
企
業
に
及

ぼ
す
影
響
は
も
ち
ろ
ん
、
課
題
の
底
流
を
な
す
思

想
・
文
化
・
歴
史
的
背
景
に
踏
み
込
み
、
企
業
の
首

脳
や
幹
部
が
深
度
あ
る
分
析
を
行
う
際
の
基
本
情
報

を
提
供
し
て
い
る
。

　

本
稿
で
は
、
こ
う
し
た
21
研
の
機
能
と
と
も
に
、

現
在
進
行
中
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
概
要

を
紹
介
し
た
い
。

資
本
主
義
・
民
主
主
義
の
潮
流
を
捕
捉

─
中
長
期
的
・
本
質
的
な
視
座

　

目
下
、
21
研
は
、
資
本
主
義
・
民
主
主
義
の
潮
流

の
捕
捉
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

経
済
的
な
格
差
が
拡
大
し
資
本
主
義
は
曲
が
り
角

に
あ
る
と
言
わ
れ
、
民
主
主
義
に
つ
い
て
も
近
年
、

欧
米
な
ど
で
大
衆
迎
合
の
政
治
を
助
長
す
る
と
の
理

由
で
そ
の
効
率
性
に
疑
問
が
呈
さ
れ
て
い
る
。
実
際

の
経
済
活
動
を
担
う
企
業
に
と
っ
て
避
け
て
通
れ
な

い
問
題
で
あ
る
。
そ
こ
で
21
研
で
は
、
世
界
中
が
困

惑
す
る
こ
の
難
題
に
正
面
か
ら
応
え
る
た
め
、
中
島

隆
博
研
究
主
幹（
東
京
大
学
教
授
）に
よ
る
「
資
本
主

義
・
民
主
主
義
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
２
０
２
１

年
度
に
立
ち
上
げ
、
理
想
的
な
方
向
性
と
企
業
活
動

の
現
実
と
の
接
合
を
図
っ
て
い
る
。
こ
の
取
り
組
み

は
、
経
団
連
の
「
。新
成
長
戦
略
」
や
十
倉
雅
和
会

長
が
発
信
す
る
「
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
な
資
本
主
義
」

の
考
え
方
と
も
軌
を
一
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

資
本
主
義
・
民
主
主
義
の
あ
り
方
を
巡
る
議
論
は
、

グ
リ
ー
ン
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン（
Ｇ
Ｘ
）、

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル（
Ｃ
Ｎ
）、
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
・

エ
コ
ノ
ミ
ー（
Ｃ
Ｅ
）、
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ

ー
シ
ョ
ン（
Ｄ
Ｘ
）と
い
う
形
で
顕
在
化
し
、
企
業
の
事

業
活
動
に
も
直
接
的
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
る
。

こ
の
う
ち
、
Ｃ
Ｎ
、
Ｃ
Ｅ
、
Ｇ
Ｘ
は
、
過
度
に
追
求

さ
れ
た
市
場
原
理
へ
の
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
と
考
え
ら
れ

る
が
、
欧
州
が
こ
れ
ら
を
全
人
類
が
達
成
す
べ
き
普

遍
的
価
値
と
し
て
強
力
に
打
ち
出
し
て
く
る
の
に
は

い
か
な
る
文
化
的
・
歴
史
的
背
景
が
あ
る
の
か
。
米

国
や
中
国
は
ど
う
受
け
止
め
て
い
る
の
か
。
さ
ら
に
、

国
際
秩
序
は
い
か
な
る
影
響
を
受
け
る
の
か
。

　

図
表
１
は
、
21
研
に
お
け
る
そ
れ
ら
主
題
の
関
係

性
を
図
示
し
た
も
の
で
あ
る
。「
資
本
主
義
・
民
主

主
義
の
行
方
」「
Ｃ
Ｅ
」「
Ｄ
Ｘ
」「
Ｇ
Ｘ
」「
Ｃ
Ｎ
」

を
、
主
要
諸
国
・
地
域
が
直
面
す
る
共
通
の
課
題
と

し
て
捉
え
、
各
研
究
会
の
ア
ジ
ェ
ン
ダ
に
横
串
を
刺

す
形
で
組
み
込
ん
で
い
る（
図
表
１
、
図
表
２
）。
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本
件
は
特
に
、
Ｅ
Ｕ
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
須
網

隆
夫
研
究
主
幹（
早
稲
田
大
学
大
学
院
教
授
）を
中
心

に
歴
史
学
者
の
参
加
も
得
て
検
討
し
て
お
り
、欧
州
に

お
け
る
資
本
主
義
・
民
主
主
義
の
淵
源
と
潮
流
の
中

に
Ｅ
Ｕ
の
戦
略
を
位
置
付
け
る
試
み
を
進
め
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
資
本
主
義
・
民
主
主
義
と
国
際
秩
序
と

の
関
係
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
る
。
中
谷
和
弘
研

究
主
幹（
東
京
大
学
大
学
院
教
授
）の
国
際
法
研
究
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
経
済
安
全
保
障
を
念
頭
に
置
き
、

企
業
の
海
外
事
業
の
法
的
側
面
か
ら
接
近
を
試
み
て

い
る
。
ま
た
、
田
所
昌
幸
研
究
主
幹（
慶
應
義
塾
大

学
教
授
）の
国
際
秩
序
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、

国
際
関
係
の
理
論
と
現
実
を
分
析
中
で
あ
り
、「
国

際
社
会
の
長
期
予
測
」
を
近
く
取
り
ま
と
め
る
予
定

で
あ
る
。

「
米
中
対
立
」へ
の
接
近�

─
主
要
国
の
実
像
の
解
明

　

経
済
界
の
最
重
要
関
心
事
項
の
１
つ
に
「
米
中
対
立

は
ど
う
な
る
か
」
が
あ
る
。
し
か
し
、
中
島
研
究
主
幹

も
指
摘
す
る
よ
う
に
、「
米
中
対
立
」
と
い
う
単
純
な

形
で
現
在
の
事
象
を
捉
え
て
し
ま
う
と
、
そ
の
時
点
で

思
考
が
先
に
進
ま
な
く
な
る
。
そ
こ
で
21
研
で
は
、
米

国
と
中
国
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
両
国
の
実
像
の
解
明
を
試
み
て
い
る
。

　

ま
ず
、
米
国
に
つ
い
て
は
、
久
保
文
明
研
究
主
幹

（
防
衛
大
学
校
長
）を
中
心
に
、
バ
イ
デ
ン
政
権
へ
の

移
行
に
伴
う
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
変
化
、
イ
ン

フ
ラ
法
案
の
行
方
と
そ
こ
に
通
底
す
る
社
会
の
地
殻

変
動
な
ど
を
分
析
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、50
の
州
と
連

真
研
究
主
幹（
東
京
大
学
大
学
院
教
授
）を
中
心
に
、

国
内
経
済
、
財
政
、
対
外
経
済
、
外
交
安
全
保
障
な

ど
の
側
面
か
ら
分
析
を
進
め
て
い
る
。
２
０
２
０
年

度
か
ら
は
感
染
症
対
策
に
着
目
し
、
中
国
国
内
の
社

会
諸
制
度
に
つ
い
て
調
査
を
進
め
て
き
た
。
こ
れ
ら

一
連
の
活
動
か
ら
、「
民
主
主
義
対
専
制
主
義
」
と

い
う
単
純
な
図
式
で
は
解
明
で
き
な
い
中
国
の
実
像

が
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

国
際
租
税
と
気
候
変
動
交
渉�

─�

精
緻
な
政
策
分
析
と�

決
定
過
程
へ
の
働
き
掛
け

　

ま
た
、
企
業
実
務
に
近
い
分
野
と
し
て
、
税
・
財

政
部
門
で
は
、
青
山
慶
二
研
究
主
幹（
千
葉
商
科
大

学
大
学
院
客
員
教
授
）の
も
と
、
経
団
連
税
制
委
員

会
の
協
力
を
得
て
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
や
Ｇ
20
に
お
け
る
デ

ジ
タ
ル
課
税
の
動
向
を
フ
ォ
ロ
ー
す
る
と
と
も
に
、

Ｂ
Ｉ
Ａ
Ｃ
等
を
通
じ
て
日
本
企
業
の
意
見
を
積
極
的

に
発
信
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
新
た
な
国
際
課
税

ル
ー
ル
に
基
づ
く
多
国
籍
企
業
グ
ル
ー
プ
の
超
過
利

益
の
市
場
国
へ
の
配
分
に
つ
い
て
、
日
本
企
業
の
意

見
も
踏
ま
え
た
形
で
当
初
案
よ
り
簡
素
な
制
度
設
計

と
さ
れ
る
な
ど
、
国
際
機
関
の
政
策
決
定
に
対
し
て

も
直
接
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

　

加
え
て
、
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
門
で
は
、
有
馬
純

研
究
主
幹（
東
京
大
学
大
学
院
教
授
）の
指
導
の
も
と
、

気
候
変
動
交
渉
の
主
要
論
点
に
つ
い
て
精
緻
な
政
策

分
析
を
進
め
て
い
る
。
２
０
２
１
年
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
26

（
国
連
気
候
変
動
枠
組
条
約
第
26
回
締
約
国
会
議
）で

は
、
感
染
拡
大
に
伴
う
渡
航
制
限
の
中
、
有
馬
研
究

主
幹
が
英
国
グ
ラ
ス
ゴ
ー
で
各
国
代
表
団
と
接
触
を

重
ね
、
主
要
諸
国
・
地
域
、
市
民
運
動
の
動
向
を
調

邦
政
府
と
の
関
係
に
つ
い
て
、

主
要
政
策
を
巡
る
双
方
の
権
限

関
係
を
調
査
し
て
き
た
。
そ
の

集
大
成
と
し
て
２
０
２
１
年
に

出
版
し
た
『
50
州
が
動
か
す
ア

メ
リ
カ
政
治
』（
勁
草
書
房
）は
、

ビ
ジ
ネ
ス
を
通
し
て
州
の
権
限

の
大
き
さ
を
実
感
し
た
企
業
人

の
コ
ラ
ム
も
収
録
し
て
い
る
。

ま
さ
に
「
経
済
界
と
ア
カ
デ
ミ

ア
の
叡
智
の
融
合
」
を
象
徴
す

る
著
作
で
あ
り
、
他
に
類
を
見

な
い
。

　

次
に
、
中
国
に
つ
い
て
は
、

国
際
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
維
持
す
る

原
動
力
と
中
国
か
ら
見
え
る
国

際
社
会
に
焦
点
を
当
て
、
川
島

　各プロジェクトのベースは政治・社会・経済・文化の研究であるが、それに
留まることなく、各域内での資本主義・民主主義の行方も展望する。
　同時に、CE / DX / GX等の個別政策にも焦点を当てる。社会性を探求し、
社会との対話を念頭に、経済界からの新たな価値発信へ繋げていく。

米
国
研
究

中
国
研
究

欧
州
研
究

国
際
秩
序

国
際
法

社会性の探求

社会との対話

価値の発信
資本主義・民主主義の行方

CE / DX / GX / CN

図表１　21世紀政策研究所研究会の運営イメージ

21研 池野真也作成

図表２　21世紀政策研究所が進める研究プロジェクト
研究会 研究主幹

１．国際関係

　１）米国研究会 久保文明　防衛大学校長

　２）中国研究会 川島　真　東京大学大学院教授

　３）欧州研究会 須網隆夫　早稲田大学大学院教授

　４）国際秩序研究会 田所昌幸　慶應義塾大学教授

　５）国際法研究会 中谷和弘　東京大学大学院教授

２．産業・技術

　CE研究会 梅田　靖　東京大学大学院教授

３．環境エネルギー

　環境エネルギー研究会 有馬　純　東京大学大学院教授

４．税・財政

　国際租税研究会 青山慶二　千葉商科大学大学院客員教授

５．資本主義・民主主義

　資本主義・民主主義研究会 中島隆博　東京大学東洋文化研究所教授
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査
し
た
。
帰
国
後
、
日
本
の
温
暖
化
対
策
と
企
業
活

動
へ
の
実
務
的
な
影
響
に
関
す
る
最
新
情
報
を
報
告

し
、
企
業
の
行
動
指
針
を
提
供
し
て
い
る
。

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
の
Ｃ
Ｅ�

─
企
業
の
認
識
外
に
あ
る
課
題
の
提
示

　

喫
緊
の
課
題
で
は
あ
る
も
の
の
企
業
に
そ
の
重
要

性
が
認
識
さ
れ
な
い
テ
ー
マ
に
つ
い
て
も
、
そ
の
先

取
り
に
努
め
て
い
る
。
Ｃ
Ｅ
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

そ
の
典
型
で
あ
る
。
日
本
で
話
題
に
な
る
前
の
２
０

１
７
年
末
か
ら
、
梅
田
靖
研
究
主
幹（
東
京
大
学
大

学
院
教
授
）に
よ
る
研
究
を
開
始
し
た
。
暫
定
的
に

Ｃ
Ｅ
を
「
３
Ｒ［Reduce

（
リ
デ
ュ
ー
ス
）、Reuse

（
リ

ユ
ー
ス
）、Recycle

（
リ
サ
イ
ク
ル
）］に
Ｄ
Ｘ
が
連
結

さ
れ
た
欧
州
発
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
戦
略
の
一
種
」

と
定
義
付
け
、
既
存
の
３
Ｒ
と
は
別
次
元
の
視
点
か
ら

分
析
し
て
い
る
。

　

特
に
、
Ｃ
Ｅ
は
、
も
の
づ
く
り
の
あ
り
方
を
根
本

か
ら
変
化
さ
せ
雇
用
や
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
に
影
響

を
及
ぼ
す
。
ま
た
、
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
キ
ラ
ー
ア
プ

リ（
中
核
的
存
在
）で
あ
り
、
東
南
ア
ジ
ア
な
ど
で
の

日
本
企
業
に
よ
る
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
と
も

密
接
に
関
係
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ

自
体
が
、
本
質
的
に
人
や
モ
ノ
の
動
き
を
捕
捉
し
全

体
最
適
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
権
威
主

義
的
な
制
度
設
計
の
も
と
Ｃ
Ｅ
を
稼
働
さ
せ
る
よ
う

な
こ
と
に
な
れ
ば
、
監
視
社
会
の
拡
大
を
助
長
し
国

際
秩
序
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
。
こ
う
し
た
こ

と
か
ら
、
２
０
１
９
年
に
は
欧
州
委
員
会
環
境
総
局

や
主
要
な
欧
州
企
業
を
訪
問
す
る
な
ど
調
査
を
重
ね
、

２
０
２
１
年
に
そ
の
成
果
を
『
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ

ミ
ー
─
循
環
経
済
が
ビ
ジ
ネ
ス
を
変
え
る
』（
勁
草
書

房
）と
し
て
出
版
し
た
。
同
書
は
、
第
一
線
の
研
究

者
が
Ｅ
Ｕ
の
Ｃ
Ｅ
戦
略
の
実
態
を
解
明
し
た
こ
の
分

野
で
は
初
の
本
格
的
な
研
究
書
で
あ
り
、
小
泉
進
次

郎
環
境
大
臣（
当
時
）に
手
交
し
た
ほ
か
、
一
般
の
読

者
か
ら
も
高
い
評
価
を
得
る
な
ど
、
21
研
の
問
題
提

起
は
経
済
界
の
外
に
も
広
く
浸
透
し
始
め
て
い
る
。

異
な
る
領
域
の
接
触
に
よ
る�

新
た
な
叡
智
を
目
指
し
て

　

最
後
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の

局
面
が
時
々
刻
々
と
移
り
変
わ
る
状
況
に
も
見
ら
れ

る
よ
う
に
、
激
動
す
る
時
代
に
あ
っ
て
未
知
な
る
も

の
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
異
質
で
多
様
な
知
見
を

持
ち
寄
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
21
研
で

は
、
以
下
に
述
べ
る
よ
う
に
、
そ
の
仕
組
み
づ
く
り

と
し
て
、
同
質
性
を
維
持
す
る
よ
り
も
、
異
質
な
も

の
同
士
を
接
触
さ
せ
る
ア
リ
ー
ナ
と
し
て
の
機
能
を

一
層
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
。

　

第
１
に
、
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
内
で
の
異
業
種
接

触
の
促
進
で
あ
る
。
経
済
界
と
い
う
、い
わ
ば
「
多
種

多
様
な
業
種
・
企
業
の
集
合
体
」
が
運
営
す
る
21
研

は
、
そ
れ
自
体
が
異
業
種
対
話
の
場
で
あ
る
。
こ
れ

に
ア
カ
デ
ミ
ア
と
の
接
触
・
対
話
を
加
え
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
な
か
っ
た
新
し
い
つ
な
が
り
を

会
員
企
業
に
提
供
し
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
の
一
助
と

し
て
期
待
に
応
え
て
い
き
た
い
。

　

第
２
に
、
各
種
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
若
手
や
女
性

の
研
究
者
の
参
画
を
増
や
し
て
い
る
。
既
に
米
国
研

究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
自
体
が
、
若
手
や
女
性
の
研
究
者

と
企
業
人
と
の
懇
談
の
場
と
な
っ
て
お
り
、
米
国
に

対
す
る
見
方
に
も
厚
み
が
生
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、

新
進
気
鋭
の
研
究
者
に
経
済
界
を
理
解
し
て
も
ら
う

機
会
と
も
な
っ
て
い
る
。

　

第
３
に
、
企
業
と
は
無
関
係
と
考
え
ら
れ
が
ち
な

領
域
へ
の
着
目
で
あ
る
。
資
本
主
義
の
あ
り
方
を
見

直
す
過
程
で
は
、
市
場
原
理
が
置
き
忘
れ
た
も
の（
美

術
、
音
楽
、
舞
台
芸
術
、
文
学
な
ど
）を
企
業
の
実

需
の
中
に
取
り
込
み
、
文
化
や
社
会
と
企
業
と
の
有

機
的
な
つ
な
が
り
を
強
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
21

研
に
お
け
る
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
議
論
で
は
、「
Ｅ

Ｕ
の
諸
戦
略
の
背
景
に
は
欧
州
の
文
化
的
教
養
の
蓄

積
が
あ
る
」
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

創
造
性
豊
か
な
都
市
づ
く
り
は
、
日
本
の
国
際
プ
レ

ゼ
ン
ス
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
重
要
案
件
で
あ
る
が
、

諸
外
国
の
事
例
を
見
て
も
芸
術
や
伝
統
が
力
を
発
揮

し
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
こ
の
ほ
ど
十
倉

会
長
と
対
談
し
た
中
島
研
究
主
幹
と
と
も
に
、
本
誌

に
寄
稿
い
た
だ
い
た
マ
ル
ク
ス
・
ガ
ブ
リ
エ
ル
教
授

の
協
力
も
仰
ぎ
な
が
ら
、
企
業
人
の
参
加
を
得
て
議

論
を
さ
ら
に
深
め
て
い
き
た
い
。

日
本
が
進
む
べ
き
針
路
を
提
示
す
る

　

経
団
連
は
、
そ
れ
自
身
が
本
来
シ
ン
ク
タ
ン
ク
で

あ
り
、
日
本
の
ブ
ル
ー
プ
リ
ン
ト
を
描
き
、
い
う
な

れ
ば
、
こ
の
国
の
羅
針
盤
と
し
て
常
に
日
本
の
進
む

べ
き
針
路
を
提
示
し
て
き
た
。
そ
の
研
究
部
門
で
あ

る
21
研
は
、
様
々
な
業
種
業
態
の
豊
か
な
経
験
と
知

恵
を
き
め
細
か
に
吸
収
し
、
ア
カ
デ
ミ
ア
と
の
政
策

研
究
の
現
場
に
深
く
浸
透
さ
せ
る
こ
と
で
、
経
団
連

の
政
策
提
言
活
動
を
支
え
る
「
ユ
ニ
ー
ク
な
仕
掛

け
」
で
あ
る
。
異
質
な
領
域
同
士
を
つ
な
げ
る
こ
と

に
よ
り
、
双
方
に
と
っ
て
有
益
な
新
た
な
叡
智
が
生

み
出
さ
れ
る
ア
リ
ー
ナ
の
構
築
が
21
研
に
課
せ
ら
れ

た
使
命
で
あ
る
。
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